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Origin and Transformation of "Alps ichimanjaku": 




























                                                        
1 “Yankee”は現在ではアメリカ人、特にアメリカ合衆国北東部に住む白人に対する俗称として使われ
る。”Doodle”は「間抜けな」など他者を嘲る際に使用する語と言える。 
2 State of Connecticut 





存 在 す る 。 一 つ 目












Doodle 〜 ” の 後
に”Fath’r〜”と続くの














１－２ 《Yankee Doodle》の原点 




いと、穀物の 10 分の 1」3の報酬を受け取る際に、この旋律で繰り返し歌っていたもので
ある。歌詞は、以下の通りであり、言葉遊びのようなものとなっていることがわかる。 
                                                        
3 複数の文献に“as much buttermilk as they could drink、 and a tenth of grain”と記述されている。 
 
譜例 1《Yankee Doodle》（Steven Kellogg 1996: 1)
譜例 2 《Yankee Doodle》（高山 1976: 155)




“Yanker、 didel、 doodle down、 
Diddle、 dudel、 lanther、 
Yanke viver、 viver vown、 








《Yankee Doodle》に近い形へと変容する。《Yankee Doodle》の基礎となる旋律(譜例 3)はチ




















“Nankee Doodle came to town、 
Upon a Kentish pony、 
He stuck a feather in his cap、 
Upon a macaroni” 
                                                        
4 Nursery Rhymes、 イギリスの伝承童謡 
5 Oliver Cromwell、 1599-1658 
譜例 3《Yankee Doodle》の基礎とみられる旋律（Sonneck 1909: 97)





たは ”Yankey”)は ”Nankey”から派生したもの」 (Christopher、  Jeffrey 2016: 1079)であ











確な旋律や歌詞は定かではないが、文献調査の結果、付けられた歌詞は譜例 1 の”Yankee 
















 独立戦争以前の 1767 年には
Andrew Barton10によるバラード
オペラ ”The Disappointment or 
                                                        
6French and Indian War、 1755-1763 
7 Continental band 
8 American War of Independence、 1775-1783 
9 George Washington、 1732-1799 
10 Andrew Barton、 生没年不詳、この名はコードネームとされている。 
譜例 4 “The Disappointment or the Force of Credulity”中の歌曲
   《Yankee Doodle》の主旋律（Barton 1976: 52-55 より作成)
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11 Battle of Lexington and Concord、 1775 
12 minuteman: アメリカの独立戦争時の民兵。 
13 Charles Cornwallis、 1738-1805 
図 1 “The Yankey’s return from Camp”（Shields、 David S 2007: 618-620）
















この歌の歌詞に登場する “アルプス” は日本アルプス山脈を指しており、”一万尺” つまり
標高およそ 3030 メートルの槍ヶ岳山頂付近に存在する岩が “小槍” と呼ばれている。した
がってこの歌は、我が国の山が題材とされており、アメリカの「誇り」の象徴とはかけ離
れた内容となっている。 




                                                        
14 石丸寛、 1922-1998：日本の作曲家 
譜例 5 現在一般的に歌われている《アルプス一万尺》（小林 1998: 18）
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２－３ 《Yankee Doodle》の来日と《アルプス一万尺》の誕生 
 アメリカの象徴を表す音楽の一つとなった《Yankee Doodle》は、黒船とともに来日した。






                                                        
15 譜例 1、2 を参照 
16 Peter Bernhard Wilhelm Heine、 1827~1885 
譜例 6  1956 年に出版された《アルプス一万尺》の楽譜 
（松方・川崎 1956: 187）






































 鹿児島県に《Yankee Doodle》と類似した旋律の民謡が存在する(譜例 8)17。 




譜例 7 《むこうのお山に》（筒井 1960: 92）















たことが挙げられる。旋律の特徴としては、4 度と 7 度の音を避けたいわゆるヨナ抜き音
階にされており、日本の歌らしいとさえ感じさせるような旋律となっていることがわかる。




















                                                        
18 原田は 2016 年に個人研究に係る調査時に、「鹿児島弁で親しみのある曲を歌う」イベントにおいて、鹿
児島在住のユニット おごじょーず のメンバーの Emily 氏の所有する非公開録画を視聴した際に、同ユニ
ットによって歌われた「ちゃわんむしのうた」(鹿児島弁)の類似性に気づき、Emily 氏、観光局の県庁職









ても替え歌として親しまれていたと考えられる。『登山全書 第 2 巻 岩登り篇』では、《ア
ルプス一万尺》の解説として「かえ唄だから、いろいろな作詞で自由に歌ったら面白いと
思う。」(松方、川崎 1956: 187)と記述されている。歌集に記載された歌詞の内容や数は歌

































謡として人々に親しまれており、2014 年には NHK による子ども向けの番組である『にほ
んごであそぼ』でも紹介されるなど、現在も歌い継がれている。今回の研究では《ちゃわ
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